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1  ）  -i  夕
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火 墨 戸 ‘ し ＼ だ l, i  2 耳 2 グ 月 ご と に 賠 採 に 接 應 し ま す 。 火 星 ［ ぅ 訊 遥
m 耀 よ リ ず う っ ど 釦 長 い だ 円 を 描 い て い る の で 、 軌 道 上 の 四 に
い る か に よ っ て 持 迎 す る 距 離 に か な リ の 差 加 あ リ 志 す 。 ー 奢 近 い 時
に 由 bDO 万 キ ロ ま で 麟 し 、 逆 に 遠 贋 に 1す/ i意 キ ロ 以 上 に な リ ま
す 、 今 年 !1 火 星 の 接 近 す る 茸 で す 洲 、 も っ ど も 接 近 す る 日 は 5 月 Jq
日 で 、 そ n 時 0 距 難 l衿 000 万 ヰ ーロ 中 程 度 0 接 近 と い う ご ど に 存 I)
臼 J.,!)'I..,
だ 柊 近 と い っ で も 賑 間 的 存 現 象 で は な い の で 、 ム 月 か ら 6
i丁 て 打 観 測 す る(}) Iご よ い 時 原 ど な I) ま す 。 火 星 に は 把 採 と 同
じ く 四 季 邪 カ リ ま す 口 て 〇 季 節 n 愛 化 に よ っ 了 火 屋 の 両 極 に あ る 氷
と ド ラ イ 了 イ ス で で き
む く が んた 白 い 摸 様 怪 冠 が ‘ ｀ 変 化
し ま す ． 今 回 の 接 應 で
は 火 星!) 北 布 素 の 夏 加
お わ リ 、 北 極 冠 ff¥"' 大 を
：ろく な り¥ け て い る 頃 で
す。
ど ご ろ で 火 壁 怜 肥 孫
m 瞑 で れ だ 虚 、 内 郭
か ら ガ ス が ね け て 、 お
も に 水 （ 水 蒸 気 ） ＂ 炭 穀 ガ ス 、 ち っ 景 が ら 威 る 原 紺 大 気 那 で き ま し
だ 。 そ れ q ¥ ら IJ.5 億 年 だ っ だ 砥 任 ． 予 の 大 気 は ど う に っ 了 い る で し ょ
う 。 火 星 の 大 気 の 戚 分 は 、 バ イ キ ン グ 号 の 頚 査 に よ る ど 、 炭 餃 刀 ;, ス
りSi:. ぢ っ 素 2 .7・% 、 予 の 他 2 .'3 % ど 店 ・ フ 了 い ま す.., ー 一 方 肥 ．掠 の そ
れ は 、 ち っ 蛋 78 え 、 酸 棄 .21 J 、 そ n 偲 I
ん 這 っ 了 し ぼ す れ 。 茫 抹 の 骰 棄 l-J 格 需 0 允 合 灰 に よ っ T{ 知 ら れ た も
r}) で す 。 ま だ 寛 採 の 源 に だ く さ ん あ る 「 5 殴 巴 に は 炭 駿 刀 沢 が 含 吐 オ t
・ ガ ス と ち っ 棄 の 割 合 は 同 じ 直 に 存 リ ま す c
期 豚 で は 、 水 は 海 ど い う 形 で 穴 璽 ／ て 存 住 し 三 （ い ま す 。 で は 火 笙 f)
場 合 は ど う 汀 っ 了 い る の で し ょう が ？
氷 と い う 形 で 、 さ き ほ ど 紹 介 し E 柱 冠 「 滉 面 『 ） 中 に 問 じ ご 衣 :J ら れ て
し ） 寺 す 。 こ の だ め 火 屋 で は 炭 酸 ガ ス ぴ そ の 手 ま 大 気 中 に 残 っ だ わ げ
下 了 。 太 陽 か ら の 距 隠 屈 グ し 違 っ だ だ け で 、 ぞ の 授 ― こ れ ら 2 つ の 惑
星 n 環 境 は 大 乞 く 吏 わ っ た の で す" <  H. y) 
火 星 の 住 置
ー L
・__ ー ／ ． ． ／ ， ／
- • I  
/i 危 ％ ＼ ＇ ・- -  ・・  ‘‘‘ ~ ~·,,.., -----... ,1 I  ¥  ., ,  ,/  AA も り ／ ／ ン 、＼｀ 座 て ん か し 座 お と め 座
,. 一  で ・  ・ ・ . .  -  ↑  . .  .  ー ・ "   "   .   . .  .   .  .   .   .  7  .  .  ・-- .. .   .   - . .. .  ー ・ ↓ 千 1
富 山 市 科 学 文 化 セ ン 生
富 山 市 西 中 野 町 3 丁 目 1 番 19 箸 ( 〒 93 0 --;J , .  j  
電 話 宮 山 (0764 ) 91- 213 ( 代 表 ） 一|
昭 和 .5 9 年 3 8 / 0 日 発 行
